
南
円
堂
鎮
壇
を
め
ぐ
る
説
話

橋

本

正

俊

興
福
寺

南

円
堂

は
、
弘

仁

四
年

(
八

=
二
)

に
藤

原

冬
嗣

に
よ

っ

て
創

建
さ

れ

た
。

そ

の
創
建

の
際

に

は
、
春

日
明

神
が

老
翁

の
姿

と

な

っ
て
現
れ
、

藤
原

氏

の
繁

栄

を
寿

ぐ
歌
を

詠

じ
た
と
伝

え

ら
れ

て

い
る
。

既

に
拙

稿

「
興
福

寺
南

円
堂

創

建

説

話

の
形

成

」

(
「
仏

教

文

学
」

25
、

二
〇
〇

一
・
三
)

に
お

い

て
論
じ

た
よ
う

に
、

こ
の
南

円

堂
創

建

の
説
話

は
十

一
世
紀
末

頃

に
生

ま
れ

、
初

め
は
諸

説
が

共

存

し

て

い
た

が
、
十

二
世
紀

中

頃

に
は
右

の
よ

う
な

形

で
定

着

し
た

と
考

え

ら
れ

る
。
南

円
堂

創
建

の
説

話

は
様

々
な
資

料

に
引
か

れ

て

い
る
が

、
今

『
七
大
寺

巡
礼

私
記

』
≡

に
拠

っ
て
挙
げ

て
お

く

(資

料

の
引

用

に
際

し

て
は
適
宜

句
読

点
、

濁
点

を
施

し
た

)
。

右

南

円
堂

大
略
如

此
。

抑
此

堂
形

火
炎

伏

釜
之
様

又
勝

諸
寺

、

但
中

尊
観
音

及

天
王
等

像
者

、
長

岡
右

大

臣
殊

発
大
願

所
奉

造

也
。

其
後

閑
院

贈
太

政
大

臣
、

以
弘

仁
四

年
造
斯

寺
、

安
置

件

等
像

。

古
老

伝

云
、
房

前
宰

相
依

弘
法

大
師

教

訓
、
為

安
置

不
空

羅
索

像
、
被

建
立

南

円
堂
之

剋
、
築

壇

人
夫
之

中
、
老

翁
相
交

詠
歌

云
、

フ
ダ

ラ
キ

ミ
ミ

ナ
ミ

ノ
ヲ
カ

ニ
ス
ミ
ヰ

セ
バ
キ

タ

ノ
藤

ナ

ミ
イ

カ

ニ
サ
カ

エ
ム

又
或

人
詠

云
、

フ
ダ

ラ

ヌ

シ
ミ
ナ

ミ
ノ
カ

タ

ニ
イ

ヘ
ヰ

シ

ツ
イ

マ
ゾ

サ
カ

エ
ム
キ

タ

ノ
ブ
ヂ

ナ

ミ

口
伝

云
、

件
老

翁
者

率

川
明
神

而
春

日
大

明
神
御

使
交

彼
人
夫

詠

此

句

云

々
。

此

歌
両

様
也

、

実

説
可

尋
。

こ

こ
で
は
歌

を
詠

じ
た

人
物

が
、
率
川

明
神

で
あ

る
と

し
て

い
る
が
、

や

が

て
春

日
明

神

で
あ

る
と

す

る
説

に

定
着

す

る
。
『
建

久
御

巡
礼

記
』

に

は
、
次

の
よ

う
に

あ

る
,

此
堂

ノ
被

二
築

壇

一之
時

、

人
夫

之
中

二
春

日
大

明
神
交

ラ

セ
御

座

シ
テ
、

柳
有

御
詠

吟

一、

補

陀
落

ノ
南

ノ
岸

二
堂
立

テ

、
北

ノ
藤
波

今
ゾ
栄

ユ
ル

(校

刊
美

術
史
料

)
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本

稿

で
は
、

こ

の
南

円
堂

創
建

の
説

話
が
中

世
を

通
し

て
ど

の
よ

う

に
理
解
さ

れ

て

い
た

の
か
と

い
う
点

に
着

目
し
、

さ
ら

に
南

円
堂

の

「鎮
壇

」
を
め

ぐ

っ
て
生
ま

れ

た
説
話

に

つ
い
て
考

察

し
た

い

(
以

下
、
南

円
堂

の
創

建

に
関

し

て

「
補
陀

落

の
」
も

し
く

は
そ
れ

に
類

す

る
歌
を

引

い
て

い
る
説

話
を
総

じ

て

「南

円
堂
創

建
説

話
」

と
称

す

る
)
。

1

南

円
堂

創
建

説
話

に
お

い
て
、
神

が
詠

ん
だ
と

さ
れ

る

「補

陀
落

の
」

歌
は

重
要
な

役
割

を

果
た

し

て

い
た
。

そ

こ

で
は
南

円
堂

と
観

音

の
浄
土
補

陀
落

山

と
が

重
ね

合
わ

さ
れ
、

ま
た

藤
原

北
家

の
繁
栄

が

約
束
さ

れ

て

い
る
。

こ

の
歌

は

『
新

古
今

和
歌

集
』

神
祇

部

に
も

収

め
ら
れ

て
お
り
、

ま
た

こ

の
歌
を

本
歌

と
す

る
歌
も

代

々

の
藤

原

氏

に
よ

っ
て
詠

み
継

が

れ

た

(三
。

し
た

が

っ
て
中

世

に
は

こ

の
南

円
堂
創
建

説

話
と
合

わ

せ

て
、
そ

の
和
歌

の
解
釈

も
行

わ
れ

て

い
た
。

先
に

引
用

し
た

『
建

久
御

巡
礼

記

』
は
、
続
け

て
次

の
よ
う

に
記
す

。

補
陀
落

山

ハ
八
角

之
山

也
。

彼

ノ
山

ニ
ハ
藤

ノ
花

盛

二
滋

シ
。

此
御

堂

ハ
彼

山

ノ
有
様

ヲ
移
被

二
造

―也
。

北

ノ
藤

波

ト

ハ
、
藤

氏

ノ
四
家

ノ
中

二
北
家

ノ
筋

、
可

・栄

之
由

ヲ
読

セ
給
、
恭

シ
。

『
源
平

盛
衰
記

』
巻
第

二
十

四

も
同
様

で
あ

る
。

南

円
堂

ト
申

ハ
、

八
角

宝

形

ノ
伽
藍

也
。

丈

六
不
空

羅
索

観
音

ヲ
安

置

セ
リ
。

此
観

音

ト
申

ハ
、

長
岡

右
大

臣
内

麿

ノ
藤

氏

ノ

変
徴

ヲ
歎

テ
、

弘

法
大
師

二
読

テ
造
給

ヘ
ル
霊
像

也
。

仏

ヲ
バ

造

テ
堂

ヲ

バ
立
給

ハ
デ

亮
給

タ

リ
ケ

ル
ヲ
、
先
考

ノ
志
願

ヲ
遂

ン
ト

テ
、

閑

院
大

臣
冬

嗣

公

ノ
弘

仁

四
年

御
堂

ノ
壇

ヲ
築

レ
シ

ニ
、
春

日
大

明
神

、
老

翁

ト
現
ジ

テ

匹
夫

ノ
中

二
相

交
リ

、
土

ヲ
運

ビ
給

ツ

、
、

一
首

ノ
御
詠

ア
リ

。

補

陀
落

ノ
南

ノ
岸

二
堂

タ

テ

、
北

ノ
藤

ナ
ミ
今

ゾ
栄

ユ
ル

ト

。

補

陀
落

山

ト
申

ハ
、

観
音

ノ
浄

土

ニ
テ
八
角

山
也
。

彼

山

ニ

ハ
藤

並

ト

キ

ハ

ニ
有

シ
ト
カ

。
件

ノ
山

ヲ
表

シ
テ
八

角

ニ

ハ

作

レ
リ
。
北

の
藤

並

ト
申

ハ
、

淡
海

公

ノ
御

子

二
南

家

・
北
家

・
式
家

・
京

家

ト

テ
四
人

ノ
公
家

御

座

ケ

リ
。
何

モ
藤

氏
ナ

レ

共
、

二
男

ニ
テ
北

家

房
前

ノ
御

末

ノ
繁

昌

シ
給

ベ
キ

ノ
歌
也
。

(中

世

の
文
学

)

こ
れ

ら

の

「
注
釈

」

で

は
、
藤

原
氏

と
結

び

付
け

て
補

陀
落

山

に
は

藤

の
花
が

咲

い

て
い
る
と

し

て

い
る
。

こ
れ

は

『
不
空

羅
索

神
変

真

言
経
』

巻

第
八

の
、

其
大
海
岸
作
七
宝
山
。
山
上
種
種
宝
樹
花
果
。
其
諸
樹
上
有
種

種
色
藤
枝
華
葉
。
山
間
亦
有
池
沼
河
澗
。
水
中
具
有
蓮
花
拘
物

頭
花
券
陀
利
花
優
鉢
羅
花
。

(大
正
新
脩
大
蔵
経
)

に
拠

る
も

の

で
あ

る
。

高

山

寺

蔵

『
不

空

羅
索

事

』
三
}
に

は

「
又

云
補

陀
落

仙

之
九
峯

二
藤

ア
リ
ト

云

々
。

三

十
巻

不
空

絹
索

経

二
見

タ
リ

」
と

あ

り
、

『
阿
娑

縛
抄

』

第
九

十

一

「
不
空

羅
索

」

も
南

円

堂

創
建

説

話
を

挙

げ
た

後

に

「
或

人

云
、

藤

氏

敬
崇

故

見
二
網
索

経

一2一



第

十

五

―
、

同
経

八

云
、

種
種

宝

樹
花

果
。

其

諸
樹

上
有

種

種

色
藤

枝

華
葉

。
山

間
亦
有

池
」

と

し

て
い
る

(
他

に

『
白
宝

口
抄

』
な

ど

に

も

同
様

の
記
述

あ

り
)
。

こ
こ

で
の
藤

は
蔓

性

の
植

物
全

般

を
指

す

の

で
あ

ろ
う
が

、

こ
れ
が
補

陀
落

山

と
藤

原

氏
と

を
結

び
付

け

る

典
拠

と
な

っ
て
い

る
の

で
あ
る

酉
。

右

に
見
た

の
は
補
陀

落

山
に
関

す

る
注
釈

で
あ

る
が
、

南

円
堂

の

本
尊

不
空

羅
索
観

音

に
関
す

る
注

釈
は

な

い
の
だ

ろ
う

か
。
例

え
ば

「大

正
新

脩
大

蔵
経
」

図
像

部
収

録

の
諸
書

を
見

れ
ば
、

し
ば

し
ば

不
空
網
索

観
音
像

を
代

表

し
て
南

円
堂

の
本
尊

が

取
り
上

げ

ら
れ
、

そ

の
図
像

の
説

明
が
な

さ

れ

て

い
る

こ
と
が

わ
か

る
。

ま
た
、

例

え

ば

『
薄
草

子

口
決

』

に
、

問
、

次
第
井

経
中

冠
中

有

二
弥
陀

―云

々
。

興
福

寺
南

円
堂

御
作

不
空

絹
索
冠

中
安

二
比

丘
像

一。

相

違
如

何
。

…
…
御

口
云
、
彼

比

丘
像
者

法
蔵

比
丘

也
。

法
蔵

比
丘

即
地
蔵

也
。

…

…

(
大

正
新

脩
大

蔵
経

)

と

あ

り
、
『
菅

家
本

諸
寺

縁

起
集

』

に

は

「
口
伝

云
、
最

上

仏

面
者

地

蔵
菩

薩

也

云

々
」

(校

刊

美
術

史

料

)
、
『
渓
嵐

拾

葉
集

』

巻
第

九

十

二
に
は

「師

物

語

云
、
南

円
堂

.
不

空
羅
索

,
宝

冠

.―比

丘
.
形

仏

ヲ

頂
戴

。
リ
。

世

以

不
・
知
之

.

一
箇

相
伝

二法

蔵

比
丘
ト
習

也
。

…

…
」

(
大

正
新

脩

大
蔵
経

)

と
あ

る
よ
う

に
、
宝

冠

の
仏
像

を

め
ぐ

っ
て

の
秘

説
な

ど
も
存

在

し
た
よ

う

で
あ

る
。

し

か
し
、

こ
の
よ
う

な
観

音

像

に
関

す
る
説

は
、

い
ず

れ
も

図
像
を

巡

る
解
釈

で
あ

っ
て
、
南

円
堂

の
創

建
説

話

に
直

接

関
わ

っ
て
く
る
も

の

で
は
な

い
。
中

世
を

通

し

て
、

南

円
堂

の
不

空
羅
索

観
音

は
春

日
大
社

一
宮

の
本
地

仏
と

す

る
考

え

方
が

あ

っ
た

こ
と

か
ら
も

わ

か

る
よ
う

に
、

重
要

な
観
音

像

で
あ

っ
た

こ
と

は
事

実

で
あ

る
。

し
か

し
、
南

円
堂

創
建

説
話

が

簡
略

に
引
か

れ

る
場
合

に

は
不
空

羅
索

観
音

の
名

前
さ

え
触

れ
ら

れ

な

い
こ
と
も

多
く

、
南

円
堂

創
建

説
話

の
焦

点

は

そ

の
本
尊

に

で
は

な

く
、
人
夫

に
交

じ

っ
て
春

日
大

明
神

が
壇

を

築

い
た
と

い
う
、
「築

壇

」

の
行
為

自
体

に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

が

で
き

る
だ

ろ
う
。

そ

こ

で
以

下
、
南

円
堂

の

「築

壇
」

に
焦
点

を
当

て
、

南

円
堂

創
建

説
話

の
享

受

の
様

相
を

た

ど

っ
て
み

た

い
。

2

・
築

壇

人
夫

之
中

、

老
翁

相

交
詠

歌

云

、

(
『
七
大

寺

巡
礼

私
記

』
)

・
南

円
堂

ノ
壇

ツ

ク
ト

キ
老
翁

出
来

テ
相

交

リ
ニ
人
夫

ノ
中

―∫
テ
壇

ヲ

ツ
ク
ト

テ
詠
二
此
歌

ノ
。

(『
袖

中

抄
』
)

・
此
堂

ノ
被

二
築

壇

一之
時

、

人
夫
之

中

二
春

日
大

明
神

交

ラ
セ
御

坐

シ
テ
、

耶
有

御
詠

吟
。

(『
建

久
御

巡

礼
記

』
)

・
春

日
大

明
神

、
老

翁

ト
現
ジ

テ
匹
夫

ノ
中

二
相

交

リ
、

土

ヲ
運
ビ

給

ツ

、
、

一
首

ノ
御
詠

ア
リ
。

(『
源
平
盛

衰

記
』
)

こ

の
よ

う

に
多

く

の
南

円
堂

創
建

説

話
が

、

入
夫

の
中

に
老
翁

と

し

て
春

日
大

明

神

が

交

じ

っ
て
歌

を

詠

ん

だ

と

し

て

い
る

の
で
あ

り
、

こ

の

こ
と

は
春

日
大

明

神
が

直
接

、

「
築
壇

」

の
作
業

に

参
加

し
た

こ
と
を

示

し

て
い
る
。

こ
こ
で

の
人
夫

達

の
作

業

は
壇
を

築

く
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た
め

の
土

を
運
ぶ

こ
と
に

あ
る
。

こ

の

「土

を
運

ぶ
」

こ
と

に

つ
い

て
、

近
本
謙

介

氏
は

「南

円
堂

建

立

そ

の
も

の
を

言
祝
ぎ

、
藤

氏
繁

栄

の
礎

と

し

て
認
識

さ
れ

る

こ
と
と
な

る

こ
う

し
た
縁

起
説

は
、

そ

れ
故

の
ち

の
藤

氏
長
者

に

よ
る
重

要
な

責
務

と

し
て

の
、
興

福
寺
修

造

の
意

味

づ

け

と

も

な

っ
て

い
く

。
」

と

し

て

、
『
玉
葉

』
建

久

五

年

(
一
一
九

四
)

閏
八

月
二
十

四

日
条
、
南

都
焼

亡

後

の
再
建
事

業

を

目
的

と
し

た
,九
条

兼
実

ら

の
南

都

下
向

か
ら

次

の
記
事

を
挙
げ

て

い
る

(傍

線

は
近
本

氏

に
よ

る
)
。

此

日
修
造
南

円
堂

之
間
、

依
有

所
思

、
運

土
築

壇
。
寅

刻
、

着

束

帯
、

先
奉
幣

春

日
社
、

次
参

御
寺

。

こ
の
よ

う
に
兼

実
自

ら

「築

壇

」
の
た

め

の
土

を

運
ん

で
お

り
、
二

連

の
南

都

再

興
事
業

に
あ

っ
て
、
藤

氏
繁

昌

の
縁
起

を
背

景
と

し
た

ほ
か

な
ら

ぬ
南

円
堂

修
造

に
際

し

て
、
嘗

て
神

と
人

と
が

築

い
た
壇

を
、

兼
実

自

ら
が

ふ
た

た

び
築

き

つ

つ
祈

念

し
た

」

こ
と
が
わ

か

る

の
で
あ

る

五
v。

後

に

『
渓

嵐

拾

葉
集

』

巻

第

百

五

で
は
、

南

円
堂

創
建

説

話
を

挙
げ

る
中

で
、
当

時
春

日
大
明

神
が

老
翁

の
姿

で
歌
を

詠

ん
だ

と
す

る
説

が
流

布

し
て

い
た
は
ず

で
あ
る

の
に
、

価
藤
氏
公
卿
繁
昌
。
彷
閑
院
御
詠
云
、

補
陀
落
乃
南
乃
岸
爾
堂
建
天
今
曽
栄
留
北
乃
藤
地
波
美

冬
嗣

公

手
自

力
,.南

円

堂
壇

ヲ
築
給
ヶ
り
。
甚

深

甚
深
。

と

し

て
、

冬

嗣
自

ら
が
土

を
運

び
歌

を
詠

じ
た

と

し
て

い
る
。

人
夫

に
交

じ

っ
て
土

を

運
ぶ
行

為

の
中
に
、

春

日
大

明
神
と

氏

長
者

の
姿

が

重
ね
合

わ

さ
れ

て

い
た

の
で
あ

る
。
南

円
堂

創
建

説
話

に

お
け

る

「築

壇
」

の
行
為

が

如
何

に
理

解
さ

れ

て

い
た

か
は
、

次

の
よ
う

な

「補
陀

落

の
」

歌

の
扱

わ

れ
方

か

ら
も

う

か
が
え

る
。

『
大
鏡

裏

書
』

堂

の
壇

つ
き
け

る
が

い
た

う

く
つ

れ
け

る
に
、
翁

の
い
で
き

て

こ
の
歌

を
う

た

ひ
て

つ
か
ば

よ

も
く

つ

れ
じ

と
て
、

う
た

ひ
い

だ

し
た

り
け

る
、

ふ

だ
ら

く

の
み
な

み

の
き

し

に
だ

う
た

て

㌻
い
ま
や

さ

か

え

ん
き

た

の
ふ
ち

な

み

(
日
本

古
典

文

学
大

系
)

『
神

明
鏡

』

寺

中

ノ
西
南

塩
築

ケ

ル

ニ
、
度

々
崩

不
思
議

ノ
由

申
合

ケ

ル
所

二
、
老

翁
出

現

シ
テ

云
、

何
築

ト

モ
可
崩
也

。
此

歌

ヲ
唱

ヘ
バ

築

ベ

シ
ト

テ
詠
。
此

歌

ハ
大

明
神

ノ
御

詠

歌
也
。
秘

ベ

シ
云

々
。

補

陀
落

ノ
南

ノ
岸

二
堂

立

テ
今

二
栄

ン
北

ノ
藤

波

ト
唱

テ
中

二
崩

レ
ズ

。

(
続
群
書

類

従
)

こ

の
よ
う
な

、
翁

が
土

を

運
び

、
歌

を
詠

じ
る

こ
と

に
よ

っ
て
壇

が

固
ま

る
、

と

い

っ
た

理
解

に

は
、

こ

の
行

為

の
呪
術
的

か

つ
祝
祭

的

な

一
面
が

よ
く

表
九

て

い
る
。

壇

を
築

く

と

い
う
行
為

が
南

円

堂
創

建
説

話

の
中

で
重

要

な
位

置
を

占

め
、

そ

れ
が
神

聖

な
行
為

と

し

て

認

識
さ

れ

て
い
た

こ
と

が
わ

か

る

の
で
あ

る
。

さ

て
、
こ
の
よ
う

に

し
て
神

と

人
と

が
土

を

運
ん

だ
南

円
堂

の

「
築

壇

」
を
、

儀
式

的

に
執

り
行

っ
た

人
物

、

そ
れ

が
空

海

で
あ

っ
た
。

空
海

は
南

円
堂

創
建

説
話

の
中

で
ど

の
よ
う

に

「
築
壇

」

と
関

わ

り

合

っ
て

い
る

の
か
。

次

に
、

空
海

と

の
関

わ
り

か

ら
南

円
堂
創

建

説

4



話

の
変

遷

を
見

て
み

た

い
と
思
う
。

3

現
在

の
と

こ
ろ
、

南
円

堂
創

建
説

話
が
確

認

で
き

る
最

も
早

い
資

料

は

寛
治

三

年

(
一
〇

八

九

)
成

立

の

『
大

師

御

行

状
集

記
』

さ̂

で
あ
る

(以

下

『
行

状
集

記
』

と
略
す

る
)
。

興
福

寺
南

円
堂

條
第

八
十

日
記
云
、

興
福

寺
、

元
者
内

大

臣
大
職

冠
鎌

子
、

依
奉

公
労

賜

藤

原
姓
、

叙
内

大

臣
、
永

以
為
摂

録

臣
、
依

為

其
孫

、
左

大
臣

不

比
等
発

誓
願

、
所

建
立

興
福
寺

也
。

而
漸

年
代

押
移

、
殆

可

移
他

氏
、

侵
右

大
臣

冬
嗣
、

與
大

師
師

檀
契

深
、

可
繁

昌
藤

原

氏
之

由
被

語
申
。

此
時

大
師

、
興

福
寺

之
内

択

殊
勝

所
、
建

立

南

円
堂
、

奉
安

置

不
空
網

索
、

氏
人

同
住

僧
殊

持
念
。

因

藪
藤

原
氏

彌
繁

昌
、

経
代

々
為

博
陸

丞
相
。

件
堂

場

築
謡

日
、

不
多
良
岐
美
々
奈
美
乃
岐
之
仁
須
末
彼
志
天
喜
多
能
不
知

奈
美
伊
摩
曽
左
賀
由
留

〈築
壇
人
夫
歌
此
歌
云
々
〉

こ
こ

で
は
春

日
大

明
神

は
登
場

せ
ず

、
南

円
堂

創
建

説
話

の
古

い
形

で
あ

ろ
う
と

推
察

さ

れ
る

こ
と

は
既

に
拙

稿

で
論

じ
た
。

こ
こ

に
お

い
て
す

で
に

「
大
師

、

興
福
寺

之
内

択
殊

勝
所

、
建

立
南

円
堂

」

と

し

て
、

創
建

に
関

与
す

る

空
海
が

登
場

し

て
お
り
、

南

円
堂
創

建

説

話
は
当

初

か
ら
弘

法
大

師
伝

記
と

の
関

わ
り

の
中

か
ら
生

ま

れ

て
き

た
と

考
え

ら

れ
る
。

ち
な

み
に

、
『
三
僧
記

類
聚
』

第

二

毛
冒
に

は
、

興
福
寺
南
円
堂
大
師
鎮
壇
事

故
御

室
御

記

云
、
治

承

五
正

三

十
丁

丑
、
右

宰

相
中

将

云
、
南

都
南

円
堂

冬

嗣
大

臣
建

立

云

々
。

其

時
大

師
御

鎮
壇

之
由

承
、

及

・
見
二
大

師

御

伝

一
〈
一
巻

書

。

長

元

人

年

孟
冬

記

云

々
〉
、

不
・
載

・
之
。

若
他

書

中
有

・
所

・
記
哉

。

と

あ
り

、
現
存

し
な

い
長

元
八

年

(
一
〇

三

五
)

の

「大

師
御

伝

」

に
は
未

だ
南

円
堂

の
記
事

が
な

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

一
方

で
興

福
寺

の
縁

起

を
見

る
と

、
昌

泰

三
年

(九
〇

〇

)
の

『
興

福

寺
縁

起
』

に

は
、
未

だ

空
海

の
名

は

見
ら

れ
な

い
。

右

安
二
置

不
空
羅

索
観

音

井

四
大

天
王
像

一也
。

長

岡
右

大

臣
殊

発

二
大

願

一所

・
奉

・
造

也
。

後
閑

院
贈

太
政

大

臣
以
二
弘
仁

四
年

一

造

二
立

円

堂

一。

所

・
安

二
置

尊

像

一也
。

:
:
:(大

日
本
仏
教

全
書

)

空
海

の
名

が
現

れ

る

の
は
、
次

に
挙
げ

る

承
暦

三
年

(
一
〇
七

九
)

の

『
大

和
国

奈
良

原

興
福
寺

伽

藍

記
』

が

早

い
例

で
、

こ
の
頃

ま

で

に
は
南

円
堂

創
建

説

話
と

空
海

が
結

び

つ
い

て
い
た

か
と
考

え

ら
れ

る
。

南

円
堂

嵯

峨

天
皇

御
時

、

長
岡

大

臣
内
麿

奉
二
造
立

―。

其
故

藤

原
氏
衰
平
歎
、

高

野
大

師
被

二
申

A
ロ
一造

二
此
像

一。
然

而

不

レ
及

・
作

・
堂

憂
。

其

子

閑
院

冬

嗣

、

為

・
遂

二
先

考

之
志

一。

弘

仁

四

〈
癸

巳
〉

年
建

立
。

被

・
遂

二
供

養

一。

堂
鎮

壇

高

野

大
師

。

(大

日
本
仏

教
全

書

)

こ
こ

で
は

「
高
野

大
師

」

の
名
前

が

挙
げ

ら

れ
て

い
る
だ

け
だ

が

、

一5一



そ

の
背
景

に

は
南

円
堂
創
建

説

話
が

発
生

し

つ
つ
あ

っ
た

こ
と
が

想

像
さ

れ

る
。

こ
れ

ら

の

こ
と

か
ら
、
南

円
堂
創

建
説

話

の
発
生

と
共

に
空

海
が

結

び
付

け
ら

れ

て
お

り
、

逆

に
言
え
ば

、

空
海

が
南

円
堂
創

建
と

結

び
付

い
た
と

こ
ろ
か
ら
、

南

円
堂
創

建

説
話

が
生

ま
れ
た

と
も
考

え

る

こ
と

が

で
き

る
だ
ろ

う
。

い
ず

れ

に
せ
よ
、

南

円
堂
創

建
説

話

の

生

成
期

か
ら

空
海

は
南

円
堂

の
創

建
に

関
与

し
た

と
さ

れ

て
い
た

の

で
あ
り
、

空

海
が
南

円
堂

の
創
建

に
関

わ

っ
た
と

い
う
伝

説

は
十

一

世
紀

の
後
半

に

入

っ
て
広

ま

り
始

め
た

と
考

え
ら

れ
る
。

ま
た

『
行

状

集

記
』

『
興
福

寺

伽
藍

記
』

と

も

に
、

冬

嗣

と
空

海
が

相

談

し
、

協

力
し

あ

っ
た

こ
と
が

記
さ

れ

て
お
り

、
藤

原
北
家

と

空
海

と

の
交

流

を
示
す

説

話
と

し

て
南

円
堂

創

建
説

話

は
形
成
さ

れ

た
と

思
わ

れ

る

(八
}。

『
行

状
集

記
』

以
降

、
南

円
堂

創
建

説
話

は
弘
法
大

師
伝

記

に
と

っ
て
欠

か
せ

な

い
記

事
と

な

る
。

―
例

と

し

て
、
『
弘
法

大

師
行

状

絵

詞
』

巻
第

六
第

四
段

か
ら

挙
げ

て
お
く
。

其

の
後

、

年
序
漸

く
移

り
、

藤
氏

衰

へ
廃

れ

て
殆

ど
他

氏

に
移

ら
む

と
す
。

震

に
、
閑

院
左

丞
相

冬

嗣
公

、
大
師

と
師

檀

の
契

り

浅
か

ら
ざ

る
に
よ

り

て
、
藤

氏

の
繁
栄

を
祈

ら

む
為

に
、

弘

仁

四
年
、

興
福

寺

の
中
に

勝

処
を
択

び
点

じ

て
八
角

の
堂

を
建

て
、
不

空
羅
索

の
像

を
据

へ
奉

り

て
、
修

行
持

念

し
給

へ
り
。

今

の
南

円
堂

こ
れ
な

り
。
大
師

則
ち

鎮
壇

を
行
な

ひ
給

ひ
し
時

、

壇

を
築

き
け

る

人
夫

の
中

に
、
異

相

の
老
翁

あ
り

て
、
詠

じ
て

云
く
、捕

陀
落

の
南

の
岸

に
堂

建

て

ン
今

ぞ
栄

え

む
北

の
藤

波

こ
れ
、

春

日
大

明
神

、
形

を

や

つ
し
来

給

ひ

て
、
家

門

の
繁
栄

す

べ
き

事

を
告
げ

示

し
給

ひ
し
な

り
。

(続

日
本

の
絵

巻

)

南

円
堂
創

建
説

話

は
、
諸

寺

縁
起

集

の
よ
う
な

形
式

の
資

料

に
も

引

用
さ

れ

る
が
、

そ

れ
と

は
別

に
、

こ

の
よ
う

に
弘
法

大

師
伝

記

の
中

で
も
伝

え
ら

れ
続

け
た

の
で
あ

り
、

む

し
ろ

そ
れ

に
よ

っ
て
人

々
の

間

に
は
広

ま

っ
て

い

っ
た

の

で
は
な

い
か
と
推

測

さ
れ

る
。

治

承

四

年

(
一
一
八
〇

)

の

『
高

倉

上

皇
庁

下

文

(
高
野

山
文

書

続
宝

簡
第

四

十
六

)
』

(
『
平

安
遺

文
』

三

九

四
六

号
)

に

は
、

…

…
彼
相

論
境

、
停
能

清
非

論

、
欲

被

返
大

師
者

也
。
其

以
者

、

尋

東
寺

北
家

唱

(
昌
)
栄
者

、
弘
法

大
師
南

円
堂

鎮
壇

之
徳

也
。

依

之
御
堂

関

白
詣
南

山
、

頻
顕

霊
瑞

、

宇
治

博
陸

凝
篤

信

、
永

施

庄
薗

、

凡
数
代

関

白
皆

崇
大

師

之
聖

跡
、

…

…

と

あ

る
よ
う

に
、

平
安

末

期

に
は
空

海

の
南

円
堂

の

「鎮

壇
」

が
、

東

寺
と

藤
原

北
家

と

の
繁

栄
と

関
わ

っ
て
広

く
知

ら

れ

て
い
た

こ
と

が

う

か
が
え

る
。

南

円
堂

創
建

が
大

師

の
行
跡

の

一
つ
と

し

て
広

く

認
識
さ

れ

る

こ
と

で
、
冬

嗣

・
空
海

の
協

力

に

よ
る
南

円
堂

の
創
建

、

と

い
う
構

造
が
南

円
堂
創

建

説

話

の
基
本

的
な

形

と
し

て
認

識

さ
れ

て
ゆ

く

の
で
あ

る
。

弘

法
大

師ll

伝
を

中
心
に

南

円
堂

の

「
築

壇
」

を
執

り
行

っ
た
と
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広
く

認
識

さ

れ

る

に
至

っ
た
空

海

で
あ

る
が

、
『
行

状
集

記
』

に
は

「此
時

大
師

、
興

福
寺

之
内
択

殊
勝
所

、
建

立
南

円
堂

」
と

記
さ

れ

る
だ

け

で
あ

っ
た

。

し
か
し
、

建
立
時

に

は
何
ら

か

の
修
法

を
行

っ

た
と

考
え

ら
れ
た

は
ず

で
あ

る
。
そ
れ

が
、
『
弘
法
大

師
行

状
絵

詞
』

に

「
大
師
、

則
ち

鎮
壇

を
行

ひ
給

ひ
し
時

」
、
『
高

倉

上
皇
庁

下
文

』

に

「
弘
法
大

師
南

円
堂

鎮
壇

」
と

あ

っ
た

よ
う

に
、

「鎮

壇

法
」

で

あ

っ
た
。
鎮

壇

法
と

は

「堂

塔
伽
藍
等

を
建

立
す

る
時

、
壇

を
築

き
、

堂
を

建

て
た

る
後
、

土
壇

を
鎮

む

る
為

に
地
天

を
本
尊

と

し

て
修

す

る
法

」

(『
密

教

大
辞

典
』
)

で
あ

る
。

こ
れ

に

対

し
、
壇

を

築

く
前

に
修

す
る

の
が

地
鎮
法

で
あ

る
。
古

く
よ

り
地
鎮

や
鎮

壇

の
法

を
修

す

る
際

に
物

を

埋

め

る
と

い
う

こ
と
が

行

わ

れ

て

い
た

(九
v。

南

円

堂
創
建

説
話

周
辺

に
も
、

鎮
壇

の
際

に
物

を
埋

め
た

と
す

る
説

を
引

く
も

の
が
あ

る
。

そ
れ

は
金
亀

を
埋

め
た

と

い
う

も

の

で
あ
る
。

『
興
福

寺
流

記
』

弘
法

大

師
、

偏
為

二
藤

原

氏
繁

昌

一、

所
二
造

立

一也

。
壇

下
安

・

置
金

亀

一文
。

(
大

日

本
仏

教

全
書

)

『
春

夜
神

記
』

嵯
峨

天
皇
御

宇

弘
仁
年

中

二長

岡
大

臣
内
麿

、

弘
法
大

師

有
テ
磐

愈
之

御
談

合

 、

丈

六
三
目

八
管

,
不
空

絹
索

観
音

、
像
造

立

之
ヲ

一、

壇

下
安

金
亀

.
一、

井
秘

密
鎮

壇

等
.
バ
大

師

手
自

御
沙

汰
、

(神

道
大

系

・
春

日
)

『
元
要

記
』
=
9

嵯

峨
天

皇
弘

仁
年
中

、
長

岡
大

臣
内
麿

、

弘
法
大

師
有

磐
憩

之

御
談
合

、
丈

六

三

目
八
腎

不
空

羅

索
観

音
像

造
之
。

壇

下
安

金

亀

、
其
上

三
弁

宝
珠

奉
納

。
是
則

鹿
嶋

・
平

岡

之
両

神
祝

賜
也

。

内
院

天

井
、
九

面
神

鏡
在

之
。

又
棟
空

輪
、

仏
舎

利
奉

納
。

秘

密
鎮

等
、
大

師

手
自

御
沙

汰
。

:
:
:

こ
の
う
ち

『
興

福
寺

流
記

』

は
複
数

の
資
料

か
ら

な

る
が
、

引
用

部

分

は

『
七
大
寺

巡

礼
私

記
』

と

同
じ

頃
に

出
来
た

と
考

え

ら
れ
、

早

く

か
ら

こ

の
よ
う
な

説

が
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

既

に
鎮
壇

を

行

っ

た

の
は

空
海

で
あ

る
と

伝

え
ら

れ

て

い
た

は
ず

で
あ

る
か

ら
、

こ
の

金
亀

を

埋
め

た

の
も
当
然

空

海
と

考
え

ら

れ

て
い
た

で
あ

ろ
う
。

ま

た

、
一
二
四
八

年
写

の
高

山
寺

蔵

『
興
福

寺
南

円
堂

不

空
絹
索

等

事
』

〔
≡

に

は
、

『
七

大
寺

巡

礼

私

記
』

な

ど
と

ほ
ぼ

同

文

の
南

円

堂
創

建

説
話

を
記

し
た

後

に
、

法

印
頼
尊

執

行
之
時

、

増
寺

辺

地
之

日
、

弘
法
大

師

地
鎮

之
具

所

曳
出

也
。

と

し

て
、
空

海

の

「地

鎮

之
具
」

が

発
見

さ
れ

た
と

い
う

記
事

を
載

せ
る
。

本
資

料
を

紹
介

さ

れ
た

田
中
稔

氏

に
よ

れ
ば

、
頼

尊
執

行

の

時

と

は
寛
治

三
年

(
一
〇

八
九

)
か

ら
康

和

二
年

(
一
一
〇

〇
)

の

間

で
あ

り
、

ま
た

こ
の
資
料

の
成

立

に

つ
い
て
も

『
七
大

寺

巡
礼

私

記
』

と
同
時

期

と
推
測

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
記
事

が
ど

れ

ほ
ど
事

実

に
基

づ
く

も

の
な

の
か
は

不
明

で
あ

る
が

、

少
な

く
と

も

こ

の
記
事

が
記

さ
れ

た
当
時

、

空
海

が
地

鎮

の
際

に
物

を

埋
め
た

と
す

る
説
が

知
ら

れ

て

い
た

た
め

に
、

発
見

さ
れ

た

埋
蔵

物

に
対

し

て

「弘

法
大

師
地

鎮
之

具
」

と

い
う
判

断
が

下
さ

れ

て

い
る
と

考
え

ら

れ

る
。
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こ
の
よ
う

に
、
南

円
堂

創
建

説
話

が
成
立

し

た
後

の
早

い
時
期

か

ら

、
南

円
堂

創
建
時

に
空

海
が

地
鎮

具
、
或

い
は
鎮
壇

具

を
埋

め
た

と

い
う
説
話

が

発
生

し
、

伝
え

ら

れ

て

い
た

こ
と
が

う
か

が
え

る
。

単

に
空

海

の
名
が
縁

起

に
登
場

す

る

の
で
は
な

く
、

空
海

に
縁
起

の

中

で

の
何

ら
か

の
具
体
的

な
行

為

を
求

め
た
結

果
、
鎮

壇

法
を
修

し

た
際

に
鎮

壇
具

(或

い
は
地
鎮

具

)
を

埋
め

た

の
で
あ

る
と

い
う
解

釈

、

そ

し
て
さ

ら
に

は
そ
れ

を
掘

り
出

す

こ
と

に
よ

っ
て
そ

の
事
実

が
証

明
さ

れ

る
と

い

っ
た
説

話
が

生

み
出
さ

れ
た
と

考
え

ら
れ

る
。

単

な

る
行

為

の
み
な

ら
ず

、
実

際

に

「
も

の
」
に

よ

っ
て
そ
れ

が

証

明
さ

れ

る
と
言
う

こ
と

は
、
空

海

に
対

し

て
、

ま
た
南

円

堂
創

建
説

話
自
体

に
対
し

て

の
信
仰

を
高

め

る

の
に
絶
大

な
効

果
を

発
揮

し

た

と
思
わ

れ

る

の
で
あ

る

ρ.三
。

そ

し

て
空

海

の
鎮

壇

具
を

め
ぐ

る
解

釈

は
、

従
来

の
南

円
堂

創
建

説
話

と
結

び

つ
い
た
と

き
、

た
だ

の
伝

承
と

し

て
で
は
な

く
、

創

建

説

話

の
背
景

に
あ

っ
た

東
寺

や
藤

原
北

家
と

い

っ
た
権
威

と

も
結

び

つ
く

こ
と

に
な

っ
た
。

例

え
ば

、
『
菅

家

本
諸

寺
縁

起

集
』

の

「南

円
堂

」

の
条

に
は
次

の
よ

う
な

記
事
が

あ

る
。

件
堂

及
焼

失
度

々
、

建
治

三
年

壇
崩

了
。
傍

一
寺

評
定

云
、

申

入

長
者
、

壇
上

之

石
等
可

改
切

替

云

々
。

干
時
長

者
照

念
院

殿

兼
-

被

仰
云
、

当
壇

者
本

願
与

弘
法
大

師
有

内
談

、
仏

像
経

巻

等

、
多
被

埋

之
、
聯
モ
不

可
相

乱
、
為

長
者

為
寺

不
可

然

云

々
。

傍

馳

下
東
寺

一
長
者

、
以

日
記

如
大
師

記
被

埋

置
之

云

々
。

即
ち

、
建

治

三
年

(
一
二
七

七
)
、
南

円
堂

の
壇
が

崩

れ
た

時

に
壇

上

の
石

を
改

め
る

こ
と

を
評

議

し
た

際
、
照
念

院

(摂

政
鷹

司

兼
平

)

は

「仏

像
経
巻

等

」

が
埋

め
置

か
れ

て
い
る

か
ら

乱
す

こ
と

の
な

い

よ
う
注

意

し
、
東

寺

一
長

者

に
従

い
埋

め
置

い
た

と

い
う
。

こ

こ
で

は
空
海

の
鎮

壇
具

が
神

聖

な
も

の
と

し

て
意

識

さ

れ

て

い
た

こ
と
が

う
か
が

え

る

の
で
あ

る
が

、
さ

ら

に
ま

た
、

そ

の
神

聖
性

が
氏

長
者

と
東
寺

長
者

に
よ

っ
て

維
持
さ

れ

て

い
る

こ
と

が
注

目
さ

れ
よ

う
。

氏
長
者

兼

平
自
身

が

「当

壇
者

本

願
与

弘
法

大
師

有
内

談

」
と

言

っ

て

い
る
よ
う

に
、

創

建

以
来

の
氏
長

者

と
東

寺
長

者

と

の
関
係

が
、

鎮

壇

具
発

見

の
説
話

に

お

い
て
も

再

び
描
き

出
さ

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

血

さ

て
、

こ

の
よ
う

に
空

海
と
南

円
堂

の
鎮

壇
具

と

の
関

わ

り
が
具

体
性

を
帯

び

て
イ

メ
ー
ジ

さ

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
後

、
鎮

壇

具
を

巡

る
説

話

が

弘
法

大
師

伝

に
も

登
場

す

る
。

『
弘

法
大

師

行

状

要
集

』

や

『
高

野
大

師
行

状

図

画
』

が
そ

れ

で
あ

る
。

『
弘

法
大

師
行

状

要
集
』

第

二

心
覚

阿
閣

梨

記
云

、
或

明
匠

説

云
、

興
福

寺
南

円

堂
、

大
師

鎮

壇

也
。

白

河
院

御

塔

ノ
料

二
曳

・
地

之

処

、
金

銅

之

箱

一
堀

出

云

々
。

傍

被

・
問

二
密

家

諸
流

」
之

処
、

其

時

一
長

者

頼

観

已
下

不

・
知
之

由
令

・
申

了
。

義
範

録

二
子
細

 申

上
。

一
ノ
高

名
也

。

於

――子
細

―者
、

依

二
宗

ノ
秘
事

タ

ル

ニ
 
不
・
能

二
具

記

―。

可

・
問

二
明

師

―
云

々
。
文

(
弘
法

大
師

伝
全

集

・
第

三
巻

)
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『
高
野
大
師
行
状
図
画

(大
蔵
寺
本
)』
第
五

白

河
院

ノ
御
時

、
彼

御
堂

の
側

に
塔

を
た

て
ら

る

べ
し
と

て
地

を

ひ
か
れ

け
る

に
、
金

銅

の
筥

を
掘

出

し
た

る
事
あ

り
。
其
時

、

宗

の
長
者
頼

観
大

僧
都

以
下
諸
流

の
然

ル
べ
き

人

々
に
勅
問

あ

り

け
る

に
、
す

べ

て
存

知

の
人
な

し
。

遍

知
院

の
僧

都
義

範

一

人

か

の
筥

ノ
子
細

相
承

の
秘
決

を
勒

し

て
奏
聞

せ
ら

れ
た

り
け

る

に
、

柳
か
も

た
が

は
ざ

り

け
る
。

希
代

の
高

名
な

り
。

…

…

(弘

法
大
師

伝
全

集

・
第

九
巻

)

こ
れ
ら

は

い
ず

れ
も

、
先

に
引
用

し
た

『
弘
法

大
師

行
状

絵
詞

』
と

ほ
ぼ

同
様

の
南

円
堂
創

建
説

話
に

続
け

て
記

さ
れ

て

い
る
も

の

で
あ

る
。

『
弘
法

大

師
行

状
要

集
』

は

東
寺

勧

智
院

の
賢

宝

に

よ
る
応

安

七

年

(
=

二
七

四
)

の
著

、
『
高

野
大

師

行
状

図

画
』

は

延
徳

二
年

(
一
四
九

〇
)
書

写
だ

が
原
本

は

元
応

元
年

(
=
一=

九

)
成

立
と

さ
れ

る

〔三
∀。

白

河
院

が
塔

を
建

て
る
た

め

に
地
を

引

い
た
際

、

金

銅

の
箱
が
掘

り
出

さ
れ

た
。

そ
れ

に

つ
い

て
誰

も
分

か

る
者

は

い
な

か

っ
た
が

義
範
僧

都
唯

一
人
が
そ

の
子

細
を
知

っ
て
お

り
奏
上

し

た

と

い
う
。

即
ち
義

範

の
み

が
大
師

の
鎮

壇
法

に

つ
い

て
理
解

し

て
い

た

こ
と

を
説

く
説
話

で
あ

る

(
承
暦

二
年

(
一
〇

七

八
)

の
五
重

塔

再
建
時

の
こ
と
を
指

す

か
。

た

だ
し

こ
の
説
話

に
該

当
す

る
事
実

は

確

認

で
き
な

い
)
。
こ

の
義
範

は
、
小

野
流

の
正
統
を

継

い
で
お

り
、

醍
醐
寺

に
遍

智
院

を
建
立

し
た

こ
と

か
ら

遍
智
院

僧
都

と
も

称
さ

れ

る
人

物

で
あ

る

(
次
頁

図
参

照

)
。

こ

の
義

範

の
説

話
を

含

む
南

円

堂
創

建
説

話
を
載

せ

る
弘
法
大

師
伝

は
、

江
戸
時

代

に
は
版

本

と
し

て
も
流

布
し

て
お

り
、

こ

の
説

話
は

弘
法

大
師

伝

記
に

取

り
入
れ

ら

れ

る

こ
と

で
広

ま

る

こ
と

に
な

っ
た

と

い
え

る
。

と

こ
ろ

で

こ
の
義
範

の
説
話

は
、
早

く
は
寛

喜

三
年

(
一
二
三

一
)

成

立

の

『
実

帰
紗

』

に

見

る

こ
と

が

で
き

る
。

『
実

帰

妙

』

は
、

醍

醐

寺

三
宝
院

流
成

賢

の

口
説
を

ま
と

め

た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、

先

ほ
ど

の
弘

法
大

師

伝
と

同
じ

説
話

が
、

成
賢

の

口
説

と

し
て
引

か

れ

て

い
る
。

次

口
云
、
白

河

院
御

時
、

興
福

寺
御

塔

地
引

之
間

、
箱

「
合

堀

出
之
。

奉
行

人

怪
上

二
奏

之

―。

価

義
範

僧
都

有
二
御

尋

―之

処
、

大
師

大

鎮
箱

欺

。

納
物

然

然

ゾ
候

ラ

ン
ト
被

・
申

之
間

、

開
見

欺

之

処
無
違

事

。
傍
大

師

御
鎮

末
流

下
・
違

事

貴
也

被

・
仰

云

々
。

円
宗
寺

大
鎮

成

尊
僧

都
也

。

写
二
彼
南

円
堂

―
欺
。

其
後

此
鎮

頗

無

・
之
欺

云

々
。

…

…

(大

正
新

脩
大

蔵
経

)

次
頁

に
挙
げ

た

小

野
流

血

脈

に

示

し
た

よ
う

に

、
『
実

帰
紗

』

の
語

り
手

、
成
賢

は
小

野
流
義

範

以
降

に
分

か
れ

た

三
宝
院

流

を
継

承
し

て
お

り
、

彼
も

ま
た

遍
智

院

を
継

い
で
遍
智

院
僧

正

と
呼

ば
れ

た
人

物

で
あ

る
。

こ

の
説

話
が

い

つ
頃

生
ま

れ
た

も

の
か
は

明
ら

か

で
な

い
が

、

少
な

く
と

も

こ
れ
ら

の
こ
と

か
ら

は
、

空
海

か

ら
義

範
、

そ

し
て
自

流

へ
の
相

伝
を

意
識

し

た
三
宝

院

流

に
よ

っ
て
伝
え

ら

れ

て

い
た

こ
と
が
う

か
が

え

る
。

ま
た

、
先

の

『
弘
法
大

師

行
状

要
集

』

で

は
鎮
壇

具

発
見

の
説
話

が

「心
覚

阿

閣
梨

記
云
、

或

明
匠

説

云
」

と

し
て
引

か

れ

て

い
た
。

他

に

『
覚
禅

抄
』
巻

第

百

二
十

七

「大

結

界
」

も

『
弘

法
大

師

行
状

一9・



【
小

野

流

血

脈

】
二
理

(O
い
鼻
-
一〇
轟
ひ
)

(
;

】P
も
ム
)

(
団S

い
-
°。
°。
)

仁

海

成

尊

義

範

(小

野

流

祖

)

(
一
〇
い
刈
ー
一
一
P
O
)

勝
覚

(
一
〇
刈
轟
゜
一
一
轟
O
)

(
一
8

ω
-
=

鴇

)

定

海(三
宝

院
流
祖

)

元
海

(
二

〇
い
,
ひ
O
)

実
運

鶴
ド

[
(
一
一
い
O
l
一
P
O
P
)

守

覚
(=

ひ
け
8
一8

一)

成
賢

(
=
O
P
ム
ま

ω
)

憲

深

要

集
』

の

「或

明

匠
説

云
」

か
ら

「
一
高

名
也

」
ま

で
と

同
文

を
引

い

て

い
る
。
『
弘

法
大

師
行

状

要
集

』

の

「
心
覚

阿
闊
梨

記
」

が
何

を
指
す

の
か
は
未

詳

で
あ

る
が
、

心
覚

(
一
一

}
七
ー

八

二
)

は

三

宝

院
流

の
実

運
や

そ

の
弟

子
勝

賢

(右

図
参
照

)
と

も
交
流

が
あ

り
、

特

に
勝
賢

と

の
間

で
は
互

い
に
諸

法

の
伝
授

が
行

わ
れ

て

い
た
二
五
H。

こ
こ

で
の

「或

明
匠
説

」

と

い
う

の
も

、
三

宝
院

流

の
説

で
あ

る
可

能

性

は
高

い

(
『
覚

禅
抄

』

の
著

者
覚

禅

(
一

一
四

三
ー

?
)

も

勝

賢

等

を
師

と

し

て
い
る

)
。

し

た
が

っ
て
、

中

世

の
小

野
流

、
特

に

三
宝

院
流

に

お

い
て
こ

の
説

話

は
伝

え
ら
れ

、
後

に
弘

法
大

師
伝

の

南

円

堂

創
建

説

話

に

取

り

込

ま
れ

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る

の
で
あ

る

。と

こ
ろ

で
、
こ

の
鎮

壇

法

は
院
政

期

に
盛

ん

に
修

せ
ら

れ

て
い
た

。

古

記
録

よ

り
数

例
挙

げ

る
。

『
中
右

記
』

天
永
三

年

(
一
心

一
二
)

九
月

二
十

一
日

今
夜

安
鎮

御
修

法

鎮
壇

之
夜

也
。

是

七
箇

日
中

多

当
第

五

六

日

之
夜

、
先

々
有

此

地
鎮

云

々
。
然

而

日
曜

之
夜

必
行

之
者

、
今

夕

依
当

日
曜

有
此

鎮

也
。

(
増

補
史

料

大

成
)

『
長
秋

記
』

大
治

五

年

二

=
二
〇
)

六
月

二
十

一
日

鎮

壇
事

、
就

真

言
家
申

状
、

重

被

問
陰

陽
道

之

処
、

可
依

密
宗

説

之
由

、

所
言

上
也

。

(増
補

史

料
大

成
)

『
玉
葉

』
嘉

応

二
年

(
一
一
七

〇
)

季

長
参

上
申

云
、
光

長
申

云
、

状

、
其

中
少

々
有

所

渋
之

輩
、

誰
人
哉

。

東
寺

人

可
勤
仕

欺
。

者

、

…

…

『
長

秋

記

』

に

勤
仕

歎
」

と
あ

る

よ
う

に
、

で
あ

り
、

十

三
世
紀

末

の

仁

和

醍

醐
両

流

行

・
之

」

「
可

依
密

宗

説

之

由

」
、

特

に
真

言

宗

で
修

せ

ら
れ

て

い
た

も

の

『
秘

抄

問
答

』
巻

第

四

に
は

コ

、
鎮

壇

(
大

正

新

脩

大

蔵

経

)

と

あ

り
、

中
世

を

通
し

て
野

沢
両

流

に
よ

っ
て
行

わ
れ

て

い
た

。
仁

和

寺
御

経
蔵

聖

教

に
収

め

ら

れ

る
守

覚

法
親

王

の
著

作

に
も

、

「
鎮

壇

作

法
」

「鎮

壇

次
第

」
な

ど
が

確
認

さ

れ
る

二
さ
。

で
は
具
体

的

に

は
ど

の
よ
う

な
修

法
が

行

わ
れ

た

の
だ

ろ
う

か
。

十

一
月

五

日

御

堂
事

、
庄

々
所

課
、
大

略
領

重

所
責

伏
也

。

又
鎮

壇
事

可
仰

又
御
導

師

公
舜

可

勤
鰍
。

如

何

(国
書

刊

行
会

)

『
玉

葉
』

に

「東

寺

人
可

io一



例
え

ば

、
三
宝

院
流

実
運

の

『
秘

蔵
金

宝
集
』

に

は
、
鎮

壇

の
際

に

輪

八
枚

・
鍬

八
本
を

壇

の
八
方

に
埋
め

、
輪

の
中

に
鍬
を

入
れ

る
と

い
う
修

法
が

記
さ

れ

て
い
る

〔―七
)。

鎮

壇

築
・
壇
建

・
堂

之
後

修
・
之
。

輪

八
枚

・
鍬

八
本

埋

二
壇

八
方

一。

輪

中

央
穿

・
穴

入
二
鍬
峯

一令

・
載

二
立

鍬

一
埋
・
之
也
。

先

自

二
東

方

―
可
・
埋
・
之
。
各

随

二
本

方

}
講
二
八
方

天
真

言

「可

・
埋

・
之

。

五
穀

粥

二
桶

沃
・
之

〈
作
法

如

・
前

(
"
地
鎮

)
。

粥

地
鎮

・
鎮

壇

共

用
レ
之

〉
。

(大

正
新
脩

大
蔵

経

)

そ

の
他

、
広

沢
流

の
作
法

を
記
す

『
沢
紗
』

に
も

こ
れ

と
よ
く

似

た

鎮

壇

法

が
記

さ
れ

て
い
る

が
、

『
覚
禅

抄

』
巻

第

九

十

二

「地

鎮

鎮

壇

」

に

は

「
小
野

説

…
…
、

広

沢
伝

…

…
」

「
小
野

口
伝

云

…

…
」

等

あ

る
よ
う

に
、
院

政
期

か
ら
中

世

に
か
け

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
流

派

に
よ

っ
て

口
伝
を

伴

っ
た
鎮

壇
法

が
修

さ
れ

て

い
た
よ
う

で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ
の
鎮

壇
法

を
め

ぐ

っ
て
、
自

身

の
修

法

が
空
海

直

伝

の
も

の
で
あ
り

正
統

で
あ

る
こ
と
を
主

張
す

る
動

き
が
、

小

野
流

に

あ

っ
た
と
考

え
ら

れ
る
。

先

に
挙
げ

た

『
高

野
大

師
行

状
図

画
』

の

つ
づ

き
に

は
、

大

師
鎮

壇

の
深
秘
、

小

野

{
流

の
所
伝
と

い
ふ
事

、
世

こ
ぞ
り

て
謳
歌

し

人
皆

服
麿

し
き
。

夫

大
結

界

の
中
微

は
金

剛
乗

の
源

底
也

。

附
法

正
統

の
外

其

奥

旨
を

ゆ

る
さ

ず
。

余

流

の

不
・
及

と

こ
ろ
、

=
示
の
世
に
越

た

る
事

あ
き

ら
け

し
。

と
し

て

い
る
。
次

の

『
幸

心
紗

』

は
三
宝

院
流
成

賢

の
弟

子
憲

深

の

説

を

記
し
た

も

の

で
あ
る

が
、

鎮

壇

事

〈建

長

六

(
}
二
五

四
)

四

二
十

四
。

於

二
報

恩

院

―
承
・
之

〉

問
。

付

二
小

野
流

―
自
二
往

古

一用

来
作

法

之
外

、

又
有

し
之

欺
。

答

。

然

也
。

其

故

覚

洞
院

(
U
勝

賢

)
常

参

――北

院

御
室

(
11

守

覚

)

一。

頻
被

・
奉

・
授

二
秘

伝

等

一
。

則
秘

抄

等
也

。

傍
其

御

感

二
又
御

室

モ
僧

正

二有

こ
授

事

一。

此
鎮

壇

等

也
。

小
野

ノ
鎮

壇

ハ

以

二
外
事

多

一
具

足

モ
其

数

入
欺
。

付

二
作

法

―有

・
煩
。

而

此
鎮

壇
事

安
体

、

又
而
甚

深
也

。
覚

洞

院
殊

被
・
秘
・
之

故
、

一
切
不

・
被

・
授

・
人
。
先
師

〈遍
智

院
〉
僧

正

(
H
成
賢

)

ノ
詞

ニ
ハ
、

只
我

「
人

也
。

御

室

秘
鎮

ナ

リ

。
殊

先

師
被

・
秘

云

々
。

此
外

鎮
壇

作
法

盤

・
有
二
其
数

「、
皆

以
枝

葉

也
。

…

…

(大

正
新
脩

大
蔵

経

)

と
あ

る
。

こ
こ
で

も
憲

深

の
師

成

賢
が

、
鎮

壇

の
作
法

を

授
け

ら
れ

た

の
は
自

分

「
人

で
あ

る
と

言

っ
て
お
り
、

そ

の
鎮
壇

法

こ

そ
が

正

統

で
あ

る

と

記
さ

れ

て

い
る
。

こ

の
よ

う
な

成

賢

の
意

識

は
、

『
実

帰
紗

』

で
自

ら
語

っ
て

い
た
、
南

円
堂

鎮
壇

具

発
見

の
説

話
を

伝

え

る
意

識

に
も
繋

が

っ
て

い
る
と
考

え

ら
れ

る
二
八
)。
こ

の
成
賢

以
降

、

中

世

の
三
宝

院
流

が
鎮

壇

の
修
法

に

関
し

て
こ
だ
わ

り

を
持

っ
て
い

た

こ
と

は
、
例
え

ば

『
開
心

秘
決

』

(三
宝

院

流
憲

深

・
親

快

口
説

、

親
尊

記
)

の
う
ち

、
鎮

壇

法

に

つ
い
て
記

し

た
第

十

「
私
鎮

秘

記
」

末

尾

の
記
述

か
ら

も
う

か

が
え

る

二
九
}。

正
嘉
元
年

(
}
二
五
七
)
十
月
晦
日
於
醍
醐
寺
報
恩
院
奉
伝
受

一11一



僧

正
御
房

畢
。

即
本
次

第

之
上
添

口
伝
親

尊

私
記

之
此

鎮
作

法

殊

可
重

之
者

也
。

相

承

次
第

〈在

別
〉
。

又
祖
師

遍

智

院
之

僧

正

く成
ー

V
貞
応

二
年

六
条

殿
長

講
堂
鎮

之
時

即
被

用

此
作

法
。

当
流

尤

可
習
用

之
。

伝
受

於
此

作
法

之
人

不
可

用
余
鎮

作
法

。

但

伝
之

人
綾
九

牛
之

一
毛

也
。

…

…

成
賢

の
頃

に
は
鎮

壇
具

発

見

の
説

話

は
、

小
野
流

の
内

部

に
お

い

て
、
特

に
三
宝

院
流

が
自

流

の
正
統

性

を
主
張

す

る
た
め

に
説
か

れ

て

い
た

の
で
あ

ろ
う

が
、

そ

れ
が
広

ま

り
を

見
せ

る

こ
と

で
、

室

町

時

代

に
は
弘

法
大
師

伝

の
南

円
堂
創

建

説
話

に
も
付

け
加

え

ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

弘

法
大

師
伝

の
中

で

の
鎮

壇

具
発

見

の
説
話

は

口
説

か
ら
離

れ
、

義
範

の
高

僧
伝

と
も

言
う

べ
き

、
創

建

説
話
を

め
ぐ

る

エ
ピ

ソ
ー
ド

の

一
つ
と

な

っ
て

い
る
。

と

こ
ろ

で

一
方

で
、

こ

れ
と

は
少

し
異
な

る
形

の
、
鎮

壇

具

発
見

の
説
話

も
伝

え

ら
れ

て

い
た
。

先

に
触

れ
た

『
覚

禅
抄
』

の
鎮
壇

具

発

見
の
説
話

の
記
事

に
は
裏

書
が

あ

り
、

そ

こ
に
は
次

の
よ

う

に
記

さ
れ

て

い
る
。

宇
治

大

相
国

(
ロ
藤

原

頼

通
)
、
興

福

寺
南

円

堂
修

理

之

間
、

地

二
銀
箱

一
ヲ
引
出
。

大
驚

○

遍
知

院
僧

都

(
"
義

範
)
被

仰

云
、
汝

弘
法
大

師
末

葉
也

。
此

堂
彼

大
師

鎮
壇

所
也

。
今

有
此

事

、
尤

奇
異
也

。
吉

凶
能

々
可
被

量
申
。

又
於

善
悪

可
被

祈

請

云

々
。
僧
都
被

申

云
、
更
別
事

不

可
有
欺

。
彼

籏
中

.―彼

事
.
覚

。

僧
都

不

見
筐

中
悉

披

申

了
。

後
大

相

国
有

喜
感

歎

云

々
。
三
9

(大

正
新

脩
大

蔵
経

)

同

じ
説

話

が

『
南

円

堂
鎮

壇

』

(真

福

寺

蔵
。

鎮

壇

法

に

つ
い

て
記

し

た
書

)

の
末

尾
に

も
、

少
し

具
体

的

に
引

か

れ

て

い
る
。

宇

治
大

相

国
、

興
福

寺
南

円
堂

修

理
之

間
、

地

ヲ
引

二
銀

筐

ヲ

一
引

出
、

大

二
驚

テ
召
僧

都

く遍

知
院

V
被

仰

云
、

汝
是

弘
法

大

師

末
葉

也
。

然
此

堂
者

彼

大
師

鎮
壇

所
也
。

今

有
此

事
、

尤

奇

異

也
。

吉
事

欺

凶
事
鰍

能

々
可
被

量
申

。

又
於

善
悪

能

可
被

祈
請

云

々
。
侵

僧

都
被
申

云
、
サ

ル
事
候

ラ

ム
。

更

別
事

不
候

欺
。

彼
筐

中
修

之
事

等
候

ラ
ム
。

僧

都

不
見

彼
箇

晴

ソ
ラ

ニ
申

事
、

瞳
中

二
同
ジ
。

震

大
相

国
泣

々
感
歎

随

喜

シ
給

フ
。

僧
都

奉

此
事

賜
彼

薩
、
鎮

壇

シ
テ
彼

筐

二
銀

二
八

卦

ヲ
ケ

ニ
打

入
中

云

々
。

故
知

是
事

儲
大

師
流

也

云

々
。

同
内

容

の
説

話

で
は
あ

る

が
、

こ

こ
で

は
今

ま

で
見
た

鎮

壇
具

発

見

の
説
話

に

は
名
前

の
挙

が

っ
て

い
な

か

っ
た

頼

通
が

登
場

し
、

義
範

の
活
躍

と

は
別

に
、
頼

通

と
義

範
と

の
や
り

取

り

に
も
重

点

が
置

か

れ

て

い
る
。

最
後

に
は
義
範

が
鎮

壇

具

の
中

身

を
明

ら

か
に

す

る

こ

と

で
、

頼
通

は

「泣

々
感
歎

随
喜

」

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
の
型

の
説
話

は
物

語
的

興

趣
は

あ
る

も

の

の
さ

ほ
ど
流

布

は

し
な

か

つ
た

よ
う

で
あ

る

が

(.三
、

こ

こ
か
ら

は
先

に
引

い
た

『
菅

家

本

諸
寺

縁

起

集
』

に
見
ら

れ
た

氏
長

者
と

東
寺

長

者

の
関
係

も
思

い
起

こ
さ
れ

よ
う
。

か

つ
て

の
冬

嗣
と

空
海

と

の
協

力

に

よ
る
南

円

堂
創

建

説
話

以
来

、
中

世

に
は
、

そ

れ
ぞ

れ

の
直

系
を

嗣

ぐ
者

(或

い
は
嗣

ぐ
と

称
す

る
者
)

に
よ

る
鎮

壇
具

の
確

認

が
繰

り

返
し

描

か
れ

て

い
る
と

い
え

る
。

三

宝
院

流

で
伝
え

ら

れ
た
鎮

壇

具

発
見

の
説

話

は
義

範

の
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功

績
を

中
心

に
説

く
も

の

で
は
あ

っ
た

が
、

そ

の

一
方

で
同
じ
説

話

は
氏

長
者
と

東
寺

長
者

と

の
関
わ

り
合

い
を
説

く
枠

組

み

の
中

に
も

収
ま

っ
て

い

っ
た
と
考

え
ら

れ
る

で
あ

ろ
う

か
。

以
上

の
よ
う

に
、

中
世

に
お
け

る
南

円
堂
創

建
説

話

の
享

受

の
中

で
、
特

に
空

海

の
鎮

壇
を

巡
る
説

話

に
着

目

し
て

み
た

三
二
}。
中

世

に
は
、

高
野

山
縁
起

に
も

空
海

の
鎮

壇

に
関
わ

る
次

の
よ
う

な
説

も

あ

っ
た
。

一
、

金

堂

大

塔

両

所

鎮

所

事

鎮

壇

ハ
有

二
二

所

一。

一
者

、

尺

迦

菩

薩

本

鎮

。

二

者

、

大

師

始

建

立

ノ
時

鎮

壇

、

大

塔

新

.始

マ
ル
鎮

壇

ノ
時

、

地

堀

、

鍬

打

立

間

、

本

鍬

二
壺

障

テ
打

出

。
而

間

、
大

師

騒

ン
.
。
震

明

神

示

云

、
此

是

、

尺

迦

菩

薩

鎮

壇

之

旧

所

、

示

.
二
輪

壺

ヲ
一。

只

出

現

、

ホ

時

、

還

又
如

本

―
埋

隠

.了

。
其

傍

.
、
大

師

、

新

.重

所

令

二
鎮

壇

「
也

。

(『
高

野

山

秘

記

』
三
三
})

空

海

の
大

塔
鎮

壇

の
際
、

釈
迦
菩

薩
鎮

壇

の
旧
所

で
あ

る

こ
と
を

示

す

壺
が

出
現

し
た
と

い
う
。

例
え

ば

石
山
寺

創
建

の
際
に
地

を
引

い

た
と

こ
ろ
、

「
五
尺

の
宝

鐸
」

が
掘

り

出
さ

れ

「古

仏

の
聖
跡

」

で

あ

る

こ
と

が
確

認

さ
れ

た

よ
う

に

(
『
石
山
寺

縁

起

』
)
、

地
中

か
ら

物
が
掘

り
出

さ
れ

る

こ
と

で
そ

の
場

の
由
緒

が

示
さ

れ

る

こ
と

は
多

い
。
南

円
堂

に

つ
い
て
も
、

そ

の

「築

壇

」

の
説
話

の
神

聖
性

ゆ
え

に
、

空
海

に
よ

っ
て
埋
め
ら
れ

た
鎮
壇

具

は

い
ず
れ

発
見

さ
れ

る

運

命

に
あ

っ
た
と

言
え

る
だ

ろ
う
。
南

円
堂

の
鎮

壇
具

が

発
見
さ

れ
、

義

範

に
よ

っ
て
そ

の
由
来

が
明

ら

か

に
さ
れ

る
と

い
う

説

話

は
、
縁

起

の
事

実

性
を

証
明

す

る

こ
と

と

な

り
、

そ
れ

に
よ

つ
て
そ

の
説

話

を
担

う
者

と

し
て

の
三
宝

院
流

の
権
威

を

保
―証
す

る
こ
と

に
も

な

っ

た

の
で

あ

る

三
里
。

ま
た

そ

の

一
般

的

に
も

理
解

し
や

す

い
内

容

ゆ

え

に
、

弘
法
大

師
伝

の
南

円
堂
創

建
説

話

の

}
部

と

し

て
も
取

り

入

れ

ら
れ

る

こ
と
と

な

っ
た

の

で
あ
ろ

う
。

た
だ

し

こ

の
鎮

壇
具

発

見

の
説

話

は
、

近
世

に

入

っ
て
も

弘
法

大

師

伝

を

越
え

て

は
さ

ほ
ど

広

ま

ら

な

か

っ
た

と
言

わ

ざ

る
を

得

な

い
。

近

世

に
は
多

数

の

「
観
音

霊
場

記

」

の
類
が

出
版

さ
れ

、

西
国

三
十

三
箇

所
観

音

霊
場

の

一
つ
で
も

あ

る
南

円
堂

も

勿
論

そ

こ

に
取

り

上
げ

ら
れ

る

の

で
あ

る
が
、

そ

こ
に

は

こ

の
鎮
壇

具

に
纏

わ

る
説

話

は
見

る

こ
と
が

で

き
な

い
。

言
う

ま

で
も
な

く

そ
れ

は
、

本
説

話

が
観

音
信

仰

と
は

無
関

係

な
も

の
で
あ

る
か

ら
だ
が

、

ま
た

本
説

話

が

限
ら

れ
た

場

で

の
み
担

わ
れ

て
き

た

説
話

で
あ

る

こ
と

も
示

し

て

い
よ
う
。

中
世

に
お

け

る
南

円
堂
創

建

説
話

は

、
藤

原
北

家
や

東
密

と

い

っ

た
権

力

と
結

び

つ
い
て
享

受
さ

れ

て
き

た

の

で
あ

り
、

観
音

霊

場
と

し
て

の
南

円
堂

の
信

仰
が

民

間

で
も
広

ま

り
を

見

せ
た

の
は

近
世

に

入

っ
て

か
ら

の

こ
と
と

思

わ

れ

る

三
至
。

本
稿

で
見

て
き

た

よ
う

な

南

円
堂

の
鎮

壇

を
め

ぐ

る
説
話

か

ら

は
、
中

世

の
寺

院

に
お

け

る
縁

起

享
受

の

―
つ
の
様

相
を

う

か
が

う

こ
と

が
出

来

る
だ

ろ
う

。
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〈注
〉

(
―
)
『
七
大
寺
巡
礼
私

記
』

(奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
、

}
九
八

二
)

に
拠
る
。

(
二
)
例

え
ば

「
春

日
」
と

「
北

の
藤
波

」
を
詠
ん
だ

次

の
よ
う
な

歌

が
あ
る
。

春

日
山
北

の
藤

波
さ
き

し
よ
り
さ
か

ゆ
べ
し
と
は
か
ね

て
し
り
に
き

(『
詞
華
集
』
雑
上

28

.
大
納
言
師
頼

)

春
日
山
み
や

こ
の
南

し
か
ぞ

お
も
ふ
北

の
藤
波

春
に
あ

へ
と
は

(『
新
古
今
集
』
賀

74

.
摂
政
太
政
大

臣
)

ち
ぎ

り
あ
れ
や

春

日
の
山

の
松
に

し
も
か
か
り
そ
め
け

る
北

の
藤
波

(『
続

古
今

集
』
神
祇

㎜

・
後
京
極
摂
政
前
太
政
大

臣
)

春

の
日

の
の
ど
け
き
山

の
松
が
枝

に
千
世
も
と
か
か

る
北

の
藤
波

(『
新
後
拾
遺
集
』
春
下

15

・
太
政
大

臣
)

(
三
)

田
中
稔

「
七
大

寺
巡
礼

私
記
と
十
五
大
寺

日
記
」

(
「
奈
良
国
立

文
化
財

研
究
所
学
報
第

二
十

一
冊
」

研
究

論
集

1
、

一
九
七

二
)

に

拠
る
。

(
四
)
補
陀
落

山
の
説
明

に
藤

が
記
さ
れ

る
の
は
経
典

で
は
特
殊

で
あ

り
、

こ
れ
ら

の
資
料

が

い
ず
れ
も

『
不
空
網
索
神
変
真

言
経
』
を
典

拠

に
し
て

い
る
よ
う

に
、
藤

の
花

に
関
す

る
注
釈

は
不
空

絹
索

観
音

に
関
す

る
経
典

の
説

の
み
を
拠
り
所
と

し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。

(
五
)

近
本
謙
介

「南
都

を
め
ぐ

る
能

と
日
本
紀

」

(
「国
文
学
解

釈
と

鑑
賞

]
64
i

3
、

 
九
九
九

・
三
)
。

(
六
)
『
弘
法
大
師

伝
全
集

』
第

}
巻

に
拠

る
。
続

群
書

類
従
本

も
参

照

し
た
。

(
七
)

「
仁
和
寺

研
究

」

1

(古
代

学
協

会
、

一
九
九

九
)

の
影
印

に

拠
る
。

(
八
)

藤
原
北
家

の
台
頭

は
空
海
没

後

で
あ
り
、
十

一
世
紀
に

入

っ
て

大
師
信

仰

の
高
ま

り
と
共

に
、
北
家
と

空
海
と

の
師
壇
関
係

を
示
す

伝
説

が
生
ま

れ
た

と
考
え

ら
れ
る
。

白
井
優

子

『
空
海
伝

説

の
形
成

と
高

野
山
』

(同
成
社
、

一
九

八
六
)
参
照
。

(
九
)
例

え
ば
、

二
〇

〇

二
年

に
興
福
寺

で
行
わ

れ
た

「
興
福

寺
中

金

堂

埋
納
宝
物

発
掘
調
査
速

報
展

」
で

は
、
中
金
堂
創

建

の
奈

良
時

代

初
に
須
弥
壇

土
中

に
鎮

壇
具
と

し

て
埋
納
さ
れ
た
、

和
同
開

珠
や

真
珠

玉
な
ど
が
展
示
さ
れ

た
。

2

0
)
伊
藤

聡

「
大
倉

精
神
文
化

研
究
所

・
榊

原
文
庫
蔵

『
元
要
記
』

翻
刻

」
(
「大
倉
山
論
集

」

43
、

一
九

九
九

二

二
)

に
拠

る
。

(
―
―
)
前
掲

注
三
、

田
中
氏

論
文
に
拠

る
。

(
一
二
)

こ

の
他
、
『
か
な
傍

注
本

新

古
今

和
歌

集
』

脳

「補

陀
落

1

の

」

歌

注

に
は

、

…

淡

海

公
建

立

、

寺

の

四

方

二
守

ヲ

立

、

此

所

二
詔

ニ
テ

勧

音
千
体
ウ
ヅ

ム
也
。
補

陀
落

ハ
世
界

ノ
南

二
山

ア
リ
、
此
山

二

初

テ
勧
音

を

専
祭

故

そ

れ
よ

り
何

方

に

て
も
勧

音

ハ
山

二
僚

也
。
補

陀
落
山

ノ
心

也
。

(『
新
古
今

和
歌
集
古

注
集
成

中
世
古
注

編

3
』
)

と
あ

り
、

空
海

の
名
前
は
な

い
が
、
南

円
堂

の
鎮
壇

具

に

つ
い
て
様

々
な

説
が

生
ま
れ

て
い
た

こ
と
が

わ
か
る
。
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(
=

二
)

弘
法
大
師

伝

に

つ
い
て
は
梅
津
次

郎

『
絵
巻

物
叢

考
』

(中

央

公
論
美
術

出
版
、

一
九
六

八
)
、

阿
部
泰
郎

『
中
世
高

野
山

縁
起

の
研
究
』

(元
興
寺

文
化
財

研
究
所
、

一
九
八

二
)
、
『
弘
法
大

師
空

海
全
集
』

第
八
巻

(
筑
摩
書
房

、

一
九

八
五
)

「
主
要
伝

記
資

料
解

題
」
等
を
参
照
し
た
。

(
一
四
)
築
島
裕

「醍
醐
寺
蔵
本

「伝
法
灌
頂
師
資

相
承
血
脈
ヒ

(
「
醍

醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
」
1
、

一
九
七
八

・
十

一
)
に
拠

る
。

(
一
五
)
勝
賢
と
心
覚

に

つ
い
て
は
、
土
谷
恵

「
中
世
初
頭

の
仁
和
寺

御
流
と

三
宝

院
流
-

守
覚
法
親

王
と
勝
賢
、
請
雨
経
法

を
め
ぐ

っ
て

ー

」

(『
守
覚

法
親

王
と
仁
和
寺
御
流

の
文
献
学
的
研
究

論
文
篇
』

勉
誠
社
、

一
九
九
八
)
参
照
。

(
一
六
)
『
守

覚
法
親

王
と
仁

和
寺
御
流

の
文
献

学
的

研
究

資
料
篇

仁
和
寺

蔵
御
流

聖
教
』

(
勉
誠
社
、

一
九
九
八
)

に
拠

る
。

(
一
七
)
こ
れ
と

同
様

の
鎮
壇

具
は
、
例

え
ば
建
久
五
年

(
}
一
九

四
)

建
立

の
石
山
寺

の
多

宝
塔

か
ら

も
発
見
さ
れ

て

い
る
。
『
国
宝

石
山

寺
本
堂
修

理
工
事
報

告
書

』

(滋
賀

県
教
育

委
員
会

事
務

局
社
会

教

育
課
、

一
九
六

一
)
参
照
。

(
一
八
)
当
然

の
事
な

が
ら
、

こ
の
よ
う
な
自
流

の
正
統
性

を
説
く

の

は
鎮
壇
法

に
限

っ
た

こ
と

で
は
な

い
。
例
え
ば
藤

巻
和
宏

氏
は
、
三

宝
院
流
と
宝

珠
を
め
ぐ

る
秘
法
と

の
関
わ

り
か
ら

{

一
山

縁
起
類

の

成
立

に

つ
い
て
考

察
さ

れ

て
い
る
。

(
「『
長

谷
寺
縁
起

文
』

観
音
台

座
顕

現
謳
成

立

の
背
景
-

空
海
神
泉
苑
請

雨
護

・
如
意
宝

珠
龍

王
伝

授
説

と
の
関

わ
り
か
ら
ー

」
(
「
国
文
学

研
究

」
m
、
二
〇
〇

一
・
三
)
、

「
{

一
山
と
如
意
宝

珠
法
を

め
ぐ
る
東
密

系

口
伝

の
展
開
-

三
宝
院

流
三
尊
合

行
法
を
中

心
と

し
て
ー

」

(
「
む
う
ま
ち

」
5
、

二
〇
〇

一

・
三
)
。

修
法

の
相
伝

が
縁
起

の
解

釈
に
結

び

つ
い
て
い
く
と

い
う

展
開
を

考
え

る
上

で
興
味

深

い
。
成
賢

の
頃

の
三
宝
院

流
に

つ
い
て

は
、

土
谷

恵

『
醍
醐
寺

の
密

教
と
社

会
』

(
吉
川

弘
文
館

、

二
〇
〇

一
)

に
詳

し

い
。

な

お
、
林

文

子

「
『
報
物

集
』

に
見

る
報
恩

院
憲

深
-
鎌

倉
中

期
に
お
け

る
醍
醐
寺

の

一
断
面
1

」

(
『
醍
醐
寺

の
密
教

と
社

会
』
山
喜

房
仏
書
林

、

一
九

九

一
)

に
は
、
成
賢

・
憲

深

の
頃

か
ら
醍
醐

三
流

(
三
宝

院
流

・
理
性
院
流

・
金
剛
王
院
流

V

の
間
に

対
立
が
あ

り
、
憲
深

の

口
伝
を

記
す

『
報
物
集

』
に
は

三
宝

院
流

の

他
流

に
対
す

る
優
越

性
と
正
統
性
が
主
張
さ

れ
て

い
る
と

い
う
。

と
こ
ろ

で
、

第

1
章

で
触
れ
た

『
薄
草
子

口
決
』
は
憲

深
の

口
決
を

記
し
た
書

で
あ
り
、

そ

こ
で
引
用

し
た
南

円
堂

不
空
絹
索
観

音

の
宝

冠

の
仏
像

に
関
す

る
説
に

つ
い
て
は

『
幸

心
砂
』
に
も

記
さ
れ

て

い

る
。
鎮
壇

具
発
見

の
説
話
と
合

わ
せ
、

三
宝

院
流

の
南

円
堂

に
寄

せ

る
関
心
を
う
か
が
う

こ
と
が

で
き

て
興
味

深

い
。

(
一
九
)
京
都

大
学
附

属
図
書
館

蔵
本
に
拠

る
。

叡
山
文

庫
毘
沙
門
堂

蔵
本
も
参
照

し
た
。

(
二
〇
)
こ
の
後

に

「
賢
覚
面
記
頗
相
違

歎
」
と
も
記
さ

れ
て

い
る
が
、

意
味
す

る
と

こ
ろ
は
不
明

で
あ
る
。

(
二

―
)

こ
れ
と

同
型

の
、

「
宇
治
大

相
国

」
が

登
場
す

る
鎮
壇

具
発

見

の
説
話
が

、
『
弘
法
大
師
年
譜

』
巻

六

(
「真
言
宗
全
書

」
)
に

「宗

要

詮
云
」
と

し
て
引
か

れ

て
い
る
。

こ
の

「
宗
要
詮
」

に

つ
い
て
は
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未
詳

で
あ
る
が
、

こ

の
型

の
説
話
も

一
部

で
は
流
布

し
て

い
た
も

の

で
あ

る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

(
二
二
)

他
に
、
南

円
堂

創
建
説
話

に
関
わ

る
空
海

の
説
話
に
次

の
よ

う
な

も

の
も
見
ら
れ
る
。

『
神
道

相
伝
聞
書
』

「春

日
秘
記
」

(叡

山
文
庫
真
如

蔵
)

問
、
土

神
事
如

何
。

…

…
又
南
円
堂

建
立

、
時
、

弘
法
大
師

向

葛

城

山

,∫
神

ヲ
召

請

シ
給

.
、

三

石

飛
来

.彼

ノ
堂

ノ
南

傍

―落

。

崇

之

ヲ
彼

ノ
堂

ノ
為

鎮

守

ト
}、

彼

石
ヲ
パ
三

ケ

ノ
秘

石
上
ア
葱

垣

ト
シ
―ア彼

一

言

主

ノ
後

.,在

之

―。

三

ケ

秘

石

ト
者

三

菩

薩

宝

珠

則

春

日

、
御

体

也

。

以

之

為

其

神

ト
[也

。

こ
れ
は
五
行

の
神

の
内
、
土

の
神

に

つ
い
て
述

べ
た
部
分

に
引

か
れ

て
い
る
。
春

日
明
神
が
土
を

運
び
、
空
海
が
鎮

壇
を
行

っ
た
の
と
同

様
、

土
に
纏
わ

る
南

円
堂
創
建
説

話
と
無
関
係

で
は
な

い
だ

ろ
う
。

(
二
三
)
前
掲
注

=
二
、

阿
部

氏
著
書
所
収

の
翻
刻

に
よ
る
。

(
二
四
)

こ
の
よ
う
な
現
象

は
、
中

世
に
流

行
し
た
未

来
記

の
発
見

と

も
共
通
す

る
で
あ
ろ
う
。

(
二
五
∀

例
え

ば
山
岸

文
庫

蔵

『
観

音

霊
場

記
』

(
国
文
学

研
究

資
料

館

マ
イ
ク

ロ
資
料

に
拠
る
)
は

、
南

円
堂
創
建

説
話
を
記

し
た

後
に
、

}
人

の
娘

が
南

円
堂

へ
詣

り
続
け
た

こ
と

で
目
の
上

の
腫

れ
が
癒

え

た
と

い
う
霊
験
諌
を
記
し

て

い
る
。

本
稿

は
、
二
〇
〇

二
年
仏
教

文
学
会
本

部

十

一
月
例
会

(
於
花

園
大

学
)

に
お
け

る
発
表
を
も

と
に

し
て

い
る
。

ま
た
、
寺

社
縁
起

研
究

会
関

西
支

部

の
方

々
に
も
御

意
見
を

賜

っ
た
。
御
礼
申

し
上
げ
ま

す
。

真
福
寺

文
庫
、
叡

山
文
庫

に
は
貴

重
な
資
料

の
閲
覧
を

御
許

可
頂
き

ま

し
た
。
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。(

は

し

も

と

ま

さ

と

し

・
研

修

員

)
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